
プサルマナザール『台湾誌』標題紙（ロンドン、1704年刊）
プサルマナザールという人物はイギリスに渡ったフランス人でありながら、台
湾人であると偽っていた詐欺師であった。1704年に出版された『台湾誌』に
おいては、題目の通り、主に台湾について記述されているが、その中で台湾人
の祖先が日本人であり、台湾が日本の属国であるとされていることから、日本
についての記述が多い。プサルマナザールはある程度イエズス会士の報告集を
参照したと推測されるが、ほとんどの記述は想像上に成り立ったでっち上げで
あると言える。しかし、出版当時は、同書の内容を信じ込んだヨーロッパ人が
少なくなかったため、詐欺が発覚するまでの数年の間、『台湾誌』はヨーロッ
パにおける日本像の形成において大きな影響力をもっていた。
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